2003年度プログラミング演習　期末レポート

2004年2月6日(金)　宇野 毅明

・ 以下の問で指示されたプログラムを作成し、プログラムと実行結果、および「どのように考えてプログラムを作ったか」を簡単に書き、メールで送ること。(どのように考えたか、の目安は最大300字程度。簡単かつ明確に説明できるなら、それに越したことはない) 

・ 問は2問ずつ3セットある。各セットから1問を選び回答すること。

・ それ以上追加で回答した場合は、ボーナス点を加点する。その場合、どの問が「ボーナスようの追加」かを明記すること。

・ ケアレスミスなど、つまらない間違いでの減点はしたくないので、「どのように考えたか」の部分はしっかりと書くこと。ケアレスミスがあっても、考え方があっていれば減点しない。

・ 期限は2/25(水)。メールの宛先は uno@nii.jp

注意：

・ コピー品は減点します。2つの同一のレポートがあった場合、早く到着したほうをオリジナルと判断します。

・ よく、最新バージョンでないプログラムを送ってくる人がいます。prog.c~のように、最後に~がついているファイル、あるいは最後に.bak とついているファイルは、バックアップファイル、つまりは古いファイルですから、これは送らないで下さい。

＝＝＝　　セット１　　＝＝＝

1-1 以下の問診表をプログラムで作れ。なお、メッセージはローマ字でも何でも良い。Yesは1、Noは0を入力するとする。

熱がある　　--Yes-->   　のどが痛い　　--Yes-->  耳鼻科に行きましょう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　--No--->  内科に行きましょう

            --No--->　　あまたが痛い　 --Yes-->　肩こりをほぐして、よく寝ましょう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　--No--->　健康です

実行例：(最初の問いに0(No)、次の問いに1(Yes)を答えた場合)

Netsu ha arimasuka?

0

atama ha itai desuka?

１

katakori wo hogushite, yoku nemashou

1-2 入力した数が0ならAを、1ならBを、2ならCを、3ならDを、4なら改行を表示する、という作業を繰り返すプログラムを作れ。

＝＝＝　　セット2　　＝＝＝

2-1　整数nを入力し、1辺の長さがnの、#でできた四角を表示するプログラムを作れ。ただし、四角の中身は空白であること。例えば n として5を入力すると、以下のように表示されること。

＃＃＃＃＃

＃　　　＃

＃　　　＃

＃　　　＃

＃＃＃＃＃

2-2　① 数を何回も入力し、毎回それまでに入力した合計を表示するプログラムを作れ。ただし、入力を間違えたときに前回の足しこみを取り消せるように、入力した数が負の場合は、前回足した数を合計から引くこと。

実行例：(1,5,10,-1と入力した場合)

１　<--　入力

１

５　<--　入力

６

１０　<--　入力

１６

－１　<--　入力

６

＝＝＝　　セット３　　＝＝＝

3-1　1,2,3,4,5,6 の和で、合計が10になるものを全て出力するプログラムを、再帰呼び出しを用いた、組合せ的な計算を使って作れ。

3-2　1円を3個、5円を2個、50円を4個使ってできる金額が、全部で「何通り」あるか計算するプログラムを作れ。

